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観
光
推
進
組
織
・
体
制
の
実
態
で
あ
る
。

こ
う
し
た
地
域
の
観
光
推
進
組
織
・
体

制
は
、

・
過
去
か
ら
の
継
続
で
マ
ン
ネ
リ
化
し

た
事
業
を
続
け
て
い
る

・
団
体
客
か
ら
個
人
客
へ
シ
フ
ト
す
る

中
で
、
団
体
客
中
心
の
事
業
を
続
け

て
い
る

・
人
材
不
足
に
よ
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

地
域
に
お
け
る
観
光
推
進
組
織
・
体
制

は
、
お
お
む
ね
、
図
１
に
示
す
よ
う
に
、

・
複
数
都
道
府
県
に
よ
る
広
域
観
光
推

進
組
織

・
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
観
光
推
進
組
織

・
複
数
市
町
村
に
よ
る
広
域
観
光
推
進

組
織

・（
合
併
後
の
新
）
市
町
村
レ
ベ
ル
の

観
光
推
進
組
織

・（
合
併
前
の
旧
）
市
町
村
レ
ベ
ル
の

観
光
推
進
組
織
／
観
光
地
レ
ベ
ル
の

観
光
推
進
組
織

・
観
光
地
ご
と
、地
区
ご
と
の
業
界
団
体

と
い
っ
た
輻ふ

く
そ
う輳

し
た
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
都
道
府
県
、
市
町
村
な
ど
行

政
が
観
光
財
源
の
大
半
を
有
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
行
政
依
存
の
体
質
か
ら
抜
け
出

せ
な
い
の
が
、
地
域
に
お
け
る
観
光
行
政
、
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図1  地域における観光推進組織・体制の構造
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こ
れ
か
ら
の
観
光
推
進
組
織
は
何
を

す
べ
き
な
の
か
。
実
施
す
べ
き
事
業
を
明

確
に
し
、
そ
の
事
業
を
行
う
た
め
に
必
要

な
財
源
は
ど
の
程
度
で
、
ど
こ
か
ら
財
源

を
獲
得
す
る
か
…
…
と
い
う
こ
と
が
今

ま
さ
に
問
わ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
観
光
財
源
の
現
状
を
把
握

し
、
観
光
振
興
の
新
た
な
安
定
財
源
の
一

つ
と
し
て
入
湯
税
の
現
状
を
整
理
す
る
。

そ
し
て
各
地
で
の
取
り
組
み
、
具
体
的
に

は
北
海
道
釧
路
市
阿
寒
湖
温
泉
、
倶く

っ

知ち
ゃ
ん安

町
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
、
三
重
県
鳥
羽
市
、

大
分
県
由
布
市
で
の
新
た
な
取
り
組
み
を

踏
ま
え
て
学
ぶ
べ
き
考
え
方
や
視
点
に
つ

い
て
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

観
光
財
源
の
現
状
と
課
題

ま
ず
は
観
光
財
源
の
現
状
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
図
２
は
都
道
府
県
の
観
光
費
を

時
系
列
で
見
た
も
の
で
あ
る
。
ま
だ
バ
ブ

ル
の
余
韻
を
残
し
て
い
た
一
九
九
五
年

（
平
成
七
年
）
に
は
一
五
三
二
億
円
で
あ
っ

た
観
光
予
算
が
五
年
後
の
二
〇
〇
〇
年

（
平
成
十
二
年
）
に
な
る
と
一
二
六
二
億
円
、

二
〇
〇
五
年
（
平
成
十
七
年
）
に
な
る
と

六
六
五
億
円
ま
で
急
速
に
落
ち
込
ん
で
い

き
、
そ
の
後
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
二
〇
一
一

年
（
平
成
二
十
三
年
）
か
ら
二
〇
一
二
年

（
平
成
二
十
四
年
）
に
か
け
て
四
〇
億
円

程
度
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
沖
縄
県

の
増
加
分
で
あ
る
。

次
に
国
の
観
光
予
算
で
あ
る
が
、
図
３

に
示
す
よ
う
に
、
観
光
庁
の
予
算
は

二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
十
年
）
の
発
足
以

来
伸
び
て
お
り
、
年
間
一
〇
〇
億
円
程
度

人
材
的
に
も
機
能
的
に
も
一
体
化
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。

昨
今
で
は
、
行
政
の
財
政
難
か
ら
自
立

運
営
を
求
め
ら
れ
、
独
自
事
業
、
独
自

財
源
を
模
索
し
て
い
る
組
織
が
多
い
。
ま

た
、
外
部
（
海
外
）
資
本
の
新
規
参
入
に

対
す
る
地
域
と
し
て
の
ル
ー
ル
が
な
く
、

さ
ら
に
は
急
速
に
進
む
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

へ
の
対
応
な
ど
新
た
な
課
題
に
直
面
し
て

い
る
組
織
も
数
多
い
。

が
進
ま
な
い

・
行
政
か
ら
の
補
助
金
、
委
託
費
な
ど

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る

・
予
算
は
全
て
固
定
費
に
費
や
さ
れ
、

本
来
事
業
が
実
施
で
き
な
い

・
会
費
収
入
が
少
な
く
、
独
自
財
源
を

持
た
な
い

と
い
っ
た
課
題
を
ど
こ
も
共
通
し
て
抱
え

て
い
る
。
し
か
も
、
観
光
推
進
組
織
と
行

政
と
の
関
係
は
、
役
割
分
担
が
不
明
確
で

資料：観光庁

図3  国の観光関連予算の推移
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図2  都道府県観光費と対都道府県歳出額比の推移
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で
安
定
し
て
い
る
。
政
府
全
体
で
は

二
〇
〇
〇
億
円
を
超
え
、
観
光
立
国
の
追

い
風
も
あ
り
、
こ
こ
数
年
伸
び
続
け
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
ど
う
し
て
も
国
の
補

助
金
に
地
方
が
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
傾
向
が
生
じ
て
い
る
。

一
方
、
市
町
村
税
の
目
的
税
で
あ
る
入

湯
税
の
推
移
を
見
る
と（
図
４
）、都
道
府

県
の
観
光
費
が
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二

年
）
を
一
〇
〇
と
す
る
と
昨
今
は
五
〇
前

後
で
推
移
し
て
い
る
一
方
で
、
入
湯
税
は
、

減
少
し
て
は
い
る
も
の
の
一
〇
〇
を
超
え

る
年
も
あ
り
、
九
〇
前
後
で
推
移
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
都
道
府
県
の
観
光
費
は
ど

う
し
て
も
地
方
財
政
の
緊
縮
状
況
を
受

け
て
し
ま
う
の
に
対
し
て
、
入
湯
税
は
観

光
需
要
に
比
例
的
に
増
加
す
る
財
源
で

あ
る
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

で
は
な
く
、
消
防
施
設
の
整
備
な
ど
に
も

使
わ
れ
る
た
め
、
観
光
へ
の
配
分
は
行
政

の
裁
量
で
決
ま
っ
て
し
ま
う
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
国
の
地
方
交
付
税
交

付
金
に
は
、
交
流
人
口
や
観
光
客
の
指
標

が
全
く
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
行
政

需
要
が
自
治
体
の
面
積
や
居
住
人
口
な

ど
で
交
付
金
が
算
定
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
か

ら
、
こ
れ
か
ら
は
交
流
人
口
、
観
光
客
数

観
光
財
源
に
関
連
す
る
本
質
的
な
課

題
を
整
理
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

観
光
客
が
増
え
て
も
観
光
財
源
は

増
え
な
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と

観
光
需
要
に
比
例
し
て
増
加
す
る
財

源
は
、
今
の
法
定
税
の
体
系
の
中
で
は
入

湯
税
の
み
で
あ
り
、
入
湯
税
に
し
て
も
観

光
振
興
だ
け
に
限
定
的
に
使
わ
れ
る
も
の

資料：（公財）日本交通公社作成

	 名称	 種別	 施行年月	 使途範囲	 h24税収
熱海市「別荘等所有税」	 法定外普通税	 1976.04	 環境衛生費､消防費､道路整備費	 555
河口湖町「遊漁税」	 法定外目的税	 2001.07	 環境保全・観光インフラ	 10
東京都「宿泊税」	 法定外目的税	 2002.10	 観光振興全般（含PR）	 1,070
岐阜県「乗鞍環境保全税」	 法定外目的税	 2003.05	 環境保全	 18
太宰府市「歴史と文化の環境税」	 法定外普通税	 2004.04	 資源保全・渋滞対策・観光振興	 65
伊是名村「環境協力税」	 法定外目的税	 2005.04	 環境保全	 4
伊平屋村「環境協力税」	 法定外目的税	 2008.07	 環境保全	 3
渡嘉敷村「環境協力税」	 法定外目的税	 2011.04	 環境保全	 9
泉佐野市「空港連絡橋利用税」	 法定外普通税	 2013.03	 空港関連施策	 （見込）300

表1 法定外税導入の動き （百万円）

■自主財源
●地方税（観光を使途とするもの）
◦法定税

入湯税（市町村税）
◦法定税の超過課税 [入湯税（三重県桑名市、岡山県美作市）、県民税（高知県森林環境税）等]
◦法定外税

・法定外目的税 [宿泊税（東京都）､乗鞍環境保全税（岐阜県）､遊漁税（富士河口湖町）等]
・法定外普通税 [別荘等所有税（熱海市）､歴史と文化の環境税（太宰府市）等 ]

●協力金・寄附金
◦協力金 [花見山協力金（福島市）、おわら風の盆行事運営協力金（富山市）等]
◦分担金（地方自治法）：BID、CID ［倶知安町ニセコひらふ地区エリアマネジメント条例］
◦寄附金 [ふるさと納税制度等]
◦その他 [観光ファンド、エコファンド､宝くじ事業収益金等]

●事業収入（利用料・使用料等）
観光施設等入場料､衛生施設利用料（トイレ・シャワー等）､温泉施設利用料､空港施設利用料､
駐車場利用料､不動産事業､有料道路通行料､旅行業収入､製造業､卸小売業､国等の事業請負 等

■依存財源
●地方債

・過疎対策事業債（産業振興施設､ソフト事業）・辺地債 等
●国等の補助事業

・観光振興費（観光庁）､離島振興費（国交省）､文化振興費（文化庁）等

図5 観光財源の体系

コラム　　　観光財源の体系
　観光財源の体系は、図５に示すように、主に自主財源と依存財源に分かれる。依存財源
は補助金や地方債であり、自主財源は地方税によるものと協力金、寄附金、最近は分担金や
観光ファンド、宝くじ事業収益金なども充てられている。それ以外に事業収入があるが、入
場料収入や駐車場収入、着地型旅行商品の販売など近年は非常に多様化してきている。
　地方分権一括法によって法定外税が導入しやすくなったとされ、河口湖町（現富士河口湖
町）が2001年（平成13年）7月に法定外目的税の遊漁税を導入したのを皮切りに、表１に挙げ
ているような法定外税が導入されたものの、実際には総務省の事前協議のハードルが高く、
あまり普及していないのが状況である。
　そうした中で、手続きが比較的簡便な超過課税やそれを用いた基金化、あるいは地方自
治法の受益者負担金（分担金）制度の活用などが模索されている。さらには、協力金制度の
導入が急激に増加しているのが実態である。協力金制度については、導入地域も日本全体
に広がっており、導入主体も自治体をはじめ、さまざまな組織が導入している。収受期間は季
節限定や行催事の期間が多く、収受対象は駐車場利用者から取る形と来訪客一人ひとりか
ら取る形が中心であり、金額的には一人当たり100～200円が多くなっている。
　制度導入の流れとして、法定外税の場合は新税の検討委員会の開催から始まり、広報周
知に至るまで息の長い一連の流れが必要とされるが、協力金の場合は非常にシンプルな形
となっており、ハードルが低いということが普及の要因と考えられる。

資料：（公財）日本交通公社作成

資料：（公財）日本交通公社作成

図4  入湯税と都道府県観光費の推移
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と
い
っ
た
指
標
を
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と

が
検
討
さ
れ
て
よ
い
。

観
光
事
業
者
数
が
増
え
て
も
、

そ
の
地
区
に
重
点
的
に
支
出
さ
れ
な
い

構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と

市
町
村
税
に
は
、
固
定
資
産
税
や
都

市
計
画
税
な
ど
の
財
源
が
あ
る
が
、
い
わ

ゆ
る
普
通
税
で
、
一
般
財
源
で
あ
る
こ
と

か
ら
観
光
目
的
に
特
定
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
緊
縮
財
政
の
中
で
、
福
祉
や
教
育
な

ど
最
優
先
で
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

費
目
が
あ
る
た
め
、
そ
こ
に
優
先
的
に
支

出
さ
れ
て
し
ま
い
、
観
光
産
業
か
ら
得
ら

れ
た
財
源
が
観
光
振
興
の
支
出
に
連
結
し

て
い
な
い
。

依
存
体
質
か
ら
の
脱
却
が

必
要
な
こ
と

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
観
光
振
興
に
つ
い

て
は
ど
う
し
て
も
首
長
の
パ
ワ
ー
に
期
待

し
た
り
、
国
の
補
助
事
業
に
依
存
し
が
ち

で
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
中
長

期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
（
観
光
基
本
計
画
）
を

策
定
し
、
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
安

定
的
な
財
源
を
ど
う
確
保
し
て
い
く
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

り
財
源
と
な
っ
て
い
る
岡
山
県
美
作
市
湯ゆ

の

郷ご
う

温
泉
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

岡
山
県
美
作
市

合
併
前
の
美
作
町
湯
郷
温
泉
で
は
入

湯
税
一
五
〇
円
と
入
湯
料
五
〇
円
を
徴
収

し
て
い
た
。
し
か
し
、
入
湯
料
で
は
使
途

が
不
明
瞭
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
入
湯
税

一
五
〇
円
と
入
湯
料
五
〇
円
を
入
湯
税

二
〇
〇
円
と
し
て
一
本
化
す
る
と
い
う
形

で
税
額
が
変
更
に
な
っ
た
。

こ
の
二
〇
〇
円
は
、
旅
館
な
ど
の
特
別

徴
収
義
務
者
が
徴
収
し
て
市
に
納
入
さ

れ
る
。
市
は
納
税
額
の
五
〇
％
を
湯
郷
温

泉
旅
館
組
合
に
戻
し
、
旅
館
組
合
は
そ
の

一
五
％
を
観
光
協
会
に
配
分
す
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
（
平
成

十
七
年
）
の
合
併
に
伴
い
、
他
の
町
村
の

入
湯
税
も
一
五
〇
円
を
二
〇
〇
円
に
引
き

上
げ
る
形
で
一
本
化
が
図
ら
れ
た
た
め
、

入
湯
税
―
温
泉
地
に
お
け

る
安
定
的
な
ま
ち
づ
く
り

財
源
と
し
て

入
湯
税
は
、
地
方
税
法
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
観
光
振
興
に
充
当
で
き
る
唯
一
の

目
的
税
で
、
そ
の
歴
史
は
戦
前
の
「
雑
種

税
」
に
始
ま
り
、
市
町
村
税
の
目
的
税
と

な
っ
た
の
は
一
九
五
七
年
（
昭
和
三
十
二

年
）
で
あ
る
。

環
境
衛
生
施
設
、
鉱
泉
源
の
保
護
管
理

施
設
、
消
防
施
設
な
ど
の
整
備
、
観
光
振

興
の
四
つ
の
目
的
に
使
用
さ
れ
、
二
〇
一
〇

年
度（
平
成
二
十
二
年
度
）現
在
、九
七
九

市
町
村
で
導
入
さ
れ
て
い
る
（
表
２
）。

標
準
税
額
は
一
五
〇
円
で
あ
り
、
超
過
課

税
を
導
入
し
て
い
る
の
は
三
重
県
桑
名
市

（
二
一
〇
円
）、岡
山
県
美み

ま
さ
か作
市（
二
〇
〇
円
）

の
二
カ
所
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

税
収
は
、
二
〇
一
〇
年
度
現
在
、
日
本

全
国
で
二
二
三
億
円
と
市
町
村
税
総
額
の

〇・一
％
と
決
し
て
多
い
も
の
で
は
な
い
が

（
図
６
）、
独
自
財
源
に
恵
ま
れ
な
い
市
町

村
に
と
っ
て
は
、
貴
重
な
財
源
で
あ
り
、

い
わ
ば
一
般
財
源
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
こ
で
入
湯
税
が
安
定
的
な
ま
ち
づ
く

表2  入湯税の税率採用状況

	 税率（円）	 20	 40	 50	 70	 80	 100	 120	 130	 150	 200	 210	 合計数

	市町村数＊	 1	 6	 11	 2	 3	 53	 2	 3	 896	 1	 1	 979

	構成比（％）	 0.1	 0.6	 1.1	 0.2	 0.3	 5.4	 0.2	 0.3	 91.5	 0.1	 0.1	 100.0

〈標準〉

＊平成22年度中に入湯税の収入済み額があった団体数 資料：総務省

図6 入湯税収入額の推移
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美
作
市
内
で
は
不
均
一
課
税
と
は
な
っ
て

い
な
い
（
図
７
）。

さ
ら
に
、
入
湯
税
で
は
な
い
が
、
海
外

の
諸
都
市
で
は
一
般
的
に
導
入
さ
れ
て
い

る
ホ
テ
ル
税
・
ベ
ッ
ド
税
を
、
法
定
外
目
的

税
の
宿
泊
税
と
し
て
導
入
し
て
い
る
東
京

都
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

東
京
都

も
と
も
と
東
京
都
で
は
ホ
テ
ル
税
や
パ

チ
ン
コ
税
な
ど
の
法
定
外
目
的
税
の
導
入

を
検
討
し
て
い
た
が
、
都
は
「
東
京
都
観

光
産
業
振
興
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
時
、

観
光
振
興
目
的
に
限
っ
て
使
う
と
い
う
こ

と
で
、
業
界
団
体
の
理
解
を
得
て
、宿
泊

税
の
導
入
を
発
表
し
た
。
宿
泊
料
が
一
万

円
以
上
一・
五
万
円
未
満
で
一
〇
〇
円
、一・

五
万
円
以
上
で
は
二
〇
〇
円
の
税
額
が
徴

収
さ
れ
て
お
り
、
年
間
平
均
で
は
一
〇
億

～
一
五
億
円
程
度
の
税
収
が
あ
が
っ
て
い

る（
図
８
）。
東
京
都
は
、
宿
泊
税
の
税

収
を
ベ
ー
ス
に
、
さ
ら
に
大
き
く
上
回
る

年
間
一
五
億
～
二
五
億
円
程
度
の
観
光
産

業
振
興
費
を
予
算
措
置
し
て
い
る
。
宿
泊

税
は
、
五
年
ご
と
に
制
度
の
検
証
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
既
に
定
着
し
た
感
が
あ
り
、

今
後
も
継
続
し
て
徴
収
さ
れ
、
観
光
振

興
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

各
地
で
の
新
た
な
財
源
確

保
と
組
織
づ
く
り
の
動
き

現
在
、
全
国
各
地
で
こ
れ
か
ら
の
観
光

推
進
組
織
の
事
業
と
財
源
に
関
す
る
模
索

が
始
ま
っ
て
お
り
、
当
財
団
が
関
わ
り
の

あ
る
地
域
の
新
た
な
動
き
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。

（
１
）
北
海
道
釧
路
市
阿
寒
湖
温
泉

本
地
域
で
は
、
二
〇
〇
二
年
度
（
平
成

十
四
年
度
）、
旧
阿
寒
町
の
時
代
か
ら
安

定
的
な
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
財
源

と
し
て
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
の
導
入
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
本
年

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
年
）
六
月
に

な
っ
て
よ
う
や
く
釧
路
市
議
会
に
お
い
て

「
入
湯
税
の
税
率
改
定
に
伴
う
釧
路
市
税

条
例
の
一
部
改
正
」
の
方
針
が
決
ま
り
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
得
て
十
二
月
議
会

に
お
い
て
条
例
案
が
採
択
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る（
十
二
月
十
一
日
可
決
成
立
）。

改
訂
の
内
容
は
、こ
れ
ま
で
一
五
〇
円
で

あ
っ
た
税
率
を
二
五
〇
円
に
引
き
上
げ
る
、

た
だ
し
、
国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
に
基

づ
く
登
録
ホ
テ
ル
・
旅
館
以
外
の
宿
泊
施

設
に
お
け
る
宿
泊
者
に
つ
い
て
は
一
五
〇

円
に
据
え
置
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

現
状
で
は
阿
寒
湖
温
泉
地
域
の
一
部
の

宿
泊
施
設
だ
け
に
適
用
さ
れ
、
一
〇
〇
円

の
増
額
分
は
、
新
た
に
設
置
す
る「
基
金
」

に
積
み
立
て
、
引
き
上
げ
が
適
用
さ
れ
た

宿
泊
施
設
が
所
在
す
る
地
域
、
つ
ま
り
阿

寒
湖
温
泉
地
域
の
観
光
振
興
事
業
の
財

源
と
し
て
役
立
て
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
使
途
を
明
確
に
し
た
長
期
計
画
の

策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
北
海
道
倶
知
安
町
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ

地
区

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
ス
キ
ー
ヤ
ー

51

図7  美作市合併に伴う入湯税の均等課税化
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図8  東京都における観光産業振興費と宿泊税収の推移
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（
３
）三
重
県
鳥
羽
市

伊
勢
志
摩
地
域
の
宿
泊
拠
点
と
位
置

づ
け
ら
れ
る
三
重
県
鳥
羽
市
は
、
温
泉
地

と
し
て
は
後
発
で
、
入
湯
税
の
導
入
も

二
〇
〇
七
年
度
（
平
成
十
九
年
度
）
か
ら

と
新
し
い
。
導
入
に
あ
た
っ
て
は
業
界
団

体
な
ど
と
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
入
湯
税

一
〇
〇
％
の
う
ち
三
〇
％
を
鳥
羽
市
温
泉

振
興
会
に
配
分
し
て
鉱
泉
源
の
保
護
に
充

て
、
残
る
七
〇
％
を
基
金
化
す
る
と
い
う

「
鳥
羽
市
観
光
振
興
基
金
条
例
」
が
制
定

さ
れ
た
。

観
光
振
興
基
金
は
、
鳥
羽
市
の
観
光
分

野
の
長
期
計
画
で
あ
る
「
鳥
羽
市
観
光
基

本
計
画
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
事
業
に
活

用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
て
計
画
的
に
活
用
さ
れ
て
お

り
、
全
国
で
初
め
て
の
取
り
組
み
「
鳥
羽

方
式
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
（
図
９
）。

な
お
、
現
在
、「
第
２
次
鳥
羽
市
観
光
振

興
基
本
計
画
」
の
策
定
作
業
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

（
４
）
大
分
県
由
布
市

旧
湯
布
院
町
、
庄
内
町
、
挾
間
町
が

二
〇
〇
五
年
（
平
成
十
七
年
）
に
合
併
し

て
誕
生
し
た
由
布
市
に
お
い
て
は
、
旧
三

町
時
代
か
ら
続
く
各
地
区
の
観
光
協
会
・

旅
館
組
合
な
ど
と
由
布
市
全

体
の
観
光
振
興
を
担
う
由
布

市
観
光
協
会
、
そ
し
て
行
政

（
由
布
市
商
工
観
光
課
）
の

機
能
や
役
割
を
明
確
に
し
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
新
し

い
時
代
の
観
光
に
対
応
す
べ

く
由
布
市
商
工
観
光
課
内
に

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六

年
）
四
月
「
観
光
新
組
織
準

備
室
」を
設
置
し
、二
〇
一
六

年
（
平
成
二
十
八
年
）
四
月

の
本
格
稼
働
に
向
け
て
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

急
激
に
増
加
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の

受
入
環
境
整
備
、
外
国
人
の
交
通
手
段

と
な
っ
て
い
る
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
公
共
交

通
機
関
の
対
応
、
よ
り
広
域
的
な
観
光
案

内
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
急
増
、
外
部
資
本

の
参
入
に
よ
る
急
激
な
景
観
の
悪
化
な
ど

課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
行
政
を
含
め
た

そ
れ
ぞ
れ
の
既
存
組
織
と
の
明
確
な
役
割

分
担
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

学
ぶ
べ
き
視
点
の
整
理

地
域
の
観
光
推
進
組
織
・
体
制
が
抱
え

る
課
題
に
共
通
す
る
部
分
は
多
い
も
の
の
、

解
決
策
は
一
様
で
は
な
く
、
地
域
事
情
に

よ
っ
て
異
な
る
も
の
と
思
量
し
て
い
る
。

紹
介
し
た
い
く
つ
か
の
事
例
や
そ
の
他

各
地
の
動
き
な
ど
か
ら
学
ぶ
べ
き
視
点
と

し
て
、
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
１
）
観
光
推
進
組
織
の
位
置
づ
け
の

明
確
化

観
光
推
進
組
織
の
位
置
づ
け
・
役
割

が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

例
え
ば
あ
る
市
で
は
、
前
述
し
た
よ
う

に
県
内
の
広
域
観
光
を
扱
う
組
織
が
あ

が
い
ち
早
く
ニ
セ
コ
の
資
源
性
の
高
さ
に

着
目
し
、
ス
キ
ー
客
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

投
資
の
対
象
と
し
て
ひ
ら
ふ
地
区
に
不
動

産
開
発
を
進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

地
域
の
管
理
運
営
や
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
地
域
全
体
と
し
て
取
り
組
む
た

め
の
応
分
の
費
用
負
担
を
、
ど
う
海
外
の

投
資
家
に
負
担
し
て
も
ら
う
か
、
従
来
の

町
内
会
費
や
観
光
協
会
費
の
考
え
方
や
運

用
は
外
国
人
に
は
理
解
さ
れ
な
い
現
実
が

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
当
初
は
不
動
産
所

有
者
に
対
し
て
北
米
発
祥
の
Ｂ
Ｉ
Ｄ

（Business	Im
provem

ent	D
istrict

）

｢

ビ
ジ
ネ
ス
改
善
地
区｣

、Ｃ
Ｉ
Ｄ（Com

-
m
unity	Im

provem
ent	D

istrict

）｢

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
改
善
地
区｣

か
ら
の
分
担
金

の
導
入
を
検
討
し
て
い
た
。

し
か
し
、
ひ
ら
ふ
地
区
で
は
ビ
ジ
ネ
ス

改
善
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
改
善
は
相
互
に
強

い
関
連
が
あ
る
た
め
、
別
々
で
は
な
く
一

体
化
さ
せ
て
分
担
金
と
し
て
徴
収
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
い
う
判
断
か
ら
、「
倶

知
安
町
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
条
例
」と
し
て
、本
年（
二
〇
一
四

年
）
九
月
の
倶
知
安
町
議
会
に
お
い
て
可

決
さ
れ
た
。
今
後
、
詳
細
な
制
度
設
計
が

な
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

図9  鳥羽市の入湯税の流れ

資料：鳥羽市観光課

鳥羽市観光振興基金
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補
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り
、
県
や
市
町
村
と
い
う
行
政
が
あ
り
、

市
全
体
の
観
光
協
会
が
あ
り
、
合
併
前
の

地
区
別
観
光
協
会
が
あ
り
、
さ
ら
に
旅

館
組
合
や
商
店
街
組
合
な
ど
の
業
界
団

体
が
あ
る
と
い
っ
た
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
合
併
前
の
市
町
村
組
織
を

中
心
と
し
て
、〝
ま
ち
づ
く
り
が
結
果
と
し

て
観
光
振
興
に
結
び
つ
く
〟
と
い
う
思
想

の
も
と
で
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
現
在
で

は
各
組
織
の
役
割
が
不
明
確
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
市
全
体
を
扱
う
観
光
協
会

に
き
め
細
か
な
ま
ち
づ
く
り
は
で
き
な
い
。

ま
ち
づ
く
り
は
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
単
位

で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
て
く
る
。

そ
の
機
能
は
市
の
中
の
地
区
別
観
光
協
会

が
担
い
、
市
全
体
の
観
光
推
進
組
織
は
、

合
併
前
の
旧
市
町
村
を
含
め
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
特
化
し
て
い
く
方
向
が
こ
の
市

の
場
合
は
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
市
全
体
の
観
光
推
進
組

織
と
行
政
の
役
割
、
そ
し
て
地
区
の
観
光

協
会
の
役
割
の
整
理
・
明
確
化
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

（
２
）こ
れ
か
ら
の
観
光
推
進
組
織
の

機
能
と
役
割

こ
れ
か
ら
の
観
光
推
進
組
織
の
機
能
・

役
割
は
、
お
そ
ら
く
五
つ
く
ら
い
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

①「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
そ
し
て
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
誘
致
宣
伝
機
能
」（
＊
）

②「
観
光
ま
ち
づ
く
り
、
あ
る
い
は
受
入

環
境
整
備
機
能
」

③「
観
光
案
内
機
能
、
あ
る
い
は
地
域
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
」

④「
観
光
施
設
の
管
理
運
営
（
受
託
事

業
を
含
む
）
機
能
」

⑤「
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
機
能
」（
＊
＊
）

	
＊	

個
人
客
に
対
応
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
を
活
用
し
た
情
報
発
信
事
業
が
含
ま
れ
る
。

	

＊＊
具
体
的
に
は
、
着
地
型
旅
行
商
品
の
造
成
販
売

や
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
と
い
っ
た
機
能

で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
一
般
論
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
役
割
を
決
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
３
）
観
光
財
源
の
使
途
の
明
確
化

入
湯
税
、
宿
泊
税
な
ど
の
法
定
外
税
、

あ
る
い
は
協
力
金
な
ど
の
観
光
振
興
へ
の

活
用
に
対
し
て
、
そ
れ
が
何
に
使
わ
れ
て

い
る
か
、
使
途
の
明
確
化
が
必
要
で
あ
る
。

入
湯
税
は
特
に
使
途
の
公
開
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
消

費
者
の
認
知
度
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、

何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
知
ら
れ
て
い
な

い
の
が
現
実
で
あ
る
。

当
財
団
が
二
〇
一
三
年
（
平
成
二
十
五

年
）
阿
寒
湖
温
泉
で
実
施
し
た
「
入
湯
税

の
負
担
感
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
れ
ば
、

超
過
課
税
で
よ
り
多
く
負
担
す
る
こ
と
は

構
わ
な
い
。
た
だ
し
、
何
に
使
う
の
か
が

明
確
に
な
っ
て
い
れ
ば
、と
い
っ
た
、い
わ

ば
条
件
付
き
賛
成
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。

鳥
羽
で
も
基
金
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

観
光
振
興
予
算
が
柔
軟
に
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
柔
軟

さ
の
裏
に
は
き
ち
ん
と
し
た
観
光
基
本
計

画
と
い
う
計
画
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い

て
計
画
的
に
活
用
し
て
い
る
。
決
し
て
場

当
た
り
的
に
使
お
う
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
計
画
を
背
景
と
し
て
活
用
し
て
い
く
、

こ
れ
も
使
途
の
明
確
化
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
る
。重

要
性
を
増
す

観
光
推
進
組
織
の
役
割

な
ぜ
地
域
に
お
い
て
観
光
推
進
組
織
が

必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、

行
政
に
は
意
思
決
定
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て

議
会
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
こ
で
審
議

す
る
こ
と
を
通
じ
て
市
と
し
て
の
政
策
を

決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
民
間

を
ベ
ー
ス
に
し
た
地
域
づ
く
り
や
観
光
ま

ち
づ
く
り
で
は
、
合
意
形
成
の
シ
ス
テ
ム

が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
が
意
思

決
定
を
遅
ら
せ
、
対
応
を
後
手
に
回
す
一

番
の
問
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
組
織
の
中

で
き
ち
ん
と
議
論
を
し
、
仮
に
財
源
が
あ

る
場
合
に
は
、
何
に
使
っ
て
い
く
の
か
明

確
に
す
る
た
め
に
も
観
光
推
進
組
織
の
役

割
は
今
後
ま
す
ま
す
大
切
に
な
る
。

●

本
稿
は
、二
〇
一
四
年（
平
成
二
十
六
年
）十
一

月
五
日
に
開
催
し
た
当
財
団
主
催
『
第
24
回
旅

行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
の
第
２
部 

第
１
セ
ッ

シ
ョ
ン
「
観
光
推
進
組
織
の
事
業
と
財
源
―
自

立
的
運
営
に
向
け
て
」（
67
ペ
ー
ジ
参
照
）に
お

け
る
当
財
団
観
光
政
策
研
究
部
塩
谷
英
生
次
長
、

吉
澤
清
良
主
席
研
究
員
に
よ
る
講
演
や
各
地
域

の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
筆
者
が
統
括
的
に
取

り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
う
め
か
わ　

と
も
や
）

［
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